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平成 20 年 10 月 14 日 

各    位 
会社名 小松ウオール工業株式会社 

代表者の役職氏名 代表取締役社長  加納   裕 
コード番号 ７９４９ 東証・大証第一部 
問合わせ先 
TEL 

取締役総務部長兼人事部長  本彦 義夫 
０７６１－２１－３２３４ 

  
 

平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計期間及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 4 月 22 日の決算発表時に公表した業績予想を下記の

とおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
  
 

記 
  
 
 

１．平成 21 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間業績予想数値の修正 
（平成 20 年 4 月 1 日 ～ 平成 20 年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
（平成 20 年 4 月 22 日発表） 

百万円
11,000 

百万円
   310 

百万円
   330 

百万円 
   146 

 
13 円 78 銭

今回修正予想（Ｂ） 10,958    139    169     47  4 円 46 銭

増減額（Ｂ－Ａ）   △41  △170  △160   △98 ― 

増減率 △0.4% △55.0% △48.6% △67.6% ― 

（ご参考）前期実績 
（平成 20 年 3 月期中間期） 

11,382    431    442    205 19 円 40 銭

 
 
 

２．平成 21 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正 
（平成 20 年 4 月 1 日 ～ 平成 21 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
（平成 20 年 4 月 22 日発表） 

百万円
28,760 

百万円
 1,950 

百万円
 2,000 

百万円 
 1,100 103円 82銭

今回修正予想（Ｂ） 28,760  1,860  1,900  1,100 103円 79銭

増減額（Ｂ－Ａ）      0   △90  △100      0 ― 

増減率   0.0% △4.6% △5.0%   0.0% ― 

（ご参考）前期実績 
（平成 20 年 3 月期） 

26,982  1,858  1,884  1,093 103円 21銭
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３．平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計期間業績予想数値の修正 
（平成 20 年 4 月 1 日 ～ 平成 20 年 9 月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
（平成 20 年 4 月 22 日発表） 

百万円
 10,900 

百万円
    195 

百万円
    320 

百万円 
    285 

 
26 円 90 銭

今回修正予想（Ｂ）  10,848     △1     132     170 16 円 08 銭

増減額（Ｂ－Ａ）    △51   △196   △187   △114   ― 

増減率  △0.5%   ― △58.5% △40.2%   ― 

（ご参考）前期実績 
（平成 20 年 3 月期中間期） 

 11,267     294     412     227 21 円 49 銭

 
 
 
４．平成 21 年 3 月期通期業績予想数値の修正 

（平成 20 年 4 月 1 日 ～ 平成 21 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
（平成 20 年 4 月 22 日発表） 

百万円
 28,500 

百万円
  1,640 

百万円
  1,800 

百万円 
  1,130 106円 66銭

今回修正予想（Ｂ）  28,500   1,500   1,650   1,050  99円 07銭

増減額（Ｂ－Ａ）       0   △140   △150    △80   ― 

増減率    0.0%  △8.5%  △8.3%  △7.1%   ― 

（ご参考）前期実績 
（平成 20 年 3 月期） 

 26,731   1,492   1,635     990 93 円 46 銭

 
 
５．修正の理由 
 

当第２四半期累計期間の連結業績は、売上高につきましてはほぼ当初の計画どおりでありました

が、利益面につきましては、コスト削減に努めたものの材料費等の仕入れ価格上昇の速度が予想よ

り速く、営業利益、経常利益、当期純利益はそれぞれ当初の予想を下回る見通しとなりました。 

下半期は、さらなるコスト削減に努めることにより、売上、利益ともに概ね当初計画どおり推移

すると予想されますので、通期の連結業績予想につきましては、上半期の差異を受けて利益面のみ

上記のように修正いたします。 

個別業績予想の修正についても連結業績予想と同様の理由によるものであります。 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


